

　　　　　　　　　　　　　　
※研究大会紀要原稿フォーマット

１　目的
２　方法
３　結果
４　考察
【引用文献】

※トレーナー資格申請の際に、実践を想定して執筆・提出した『課題レポート』に準じて書いても良い。
＜課題レポートに準じた執筆のポイント＞
1 実践報告の観点から、「実践のフィールド」及び「なぜ、その実践をしようと思ったのか」の現状分析を記載する。
2 ピア・サポーターが行うサポート活動の具体的な実践と、そのために実施したトレーニング・プログラムを含むこと。
3 コミュニティ全体（職場・同僚・保護者・地域等）の理解を得るために行った工夫や具体的対応等を含むこと。
（例：会議への起案内容・実施体制・職員研修会・スケジュール等）
4 実践における成果と課題、今後の展望など対応策や配慮点を含むこと。
★その他
・Ａ４　２枚以内とする。
・実践発表は、当日、追加資料を添付してもよい。
・個人情報の取り扱い等、学会の倫理規程に準じて執筆する。
・書き方などは、「ピア・サポート研究」や「研究大会紀要冊子」等を参照して執筆する。
・トレーナーはトレーナーとして、コーディネーターはコーディネーターとして、それぞれ学会が期待する役割の視点から実践報告書を執筆すること。
（※原稿を他からコピー・ペーストした場合は，文字
がＭＳ明朝９ポインﾄか必ず確認して下さい）
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